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23 ひまわりだより

　

小
竹
町
民
の
皆
様
、新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、新
党
の
乱
立
、東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
、
デ
フ
レ
対
策
、
外
交
な
ど
重
い
課
題
が
満

載
す
る
な
か
、
11
月
16
日
に
衆
議
院
の
電
撃
解

散
。12
月
16
日
総
選
挙
と
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
と

な
り「
大
乱
の
序
章
」と
も
言
わ
れ
る
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
政
治
・
経
済
の
状
況
下
に
お
け

る
国
の
施
策
と
し
て
、地
域
主
権
の
名
の
も
と
に

地
方
公
共
団
体
の
基
本
構
造
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
行
政
主
導
か
ら
地
域

住
民
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る

地
域
主
導
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
が「
地

域
住
民
と
行
政
の
協
働
」に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
な
発
想
の

で
き
る
人
材
の
育
成
と
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
存

在
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
、
平
成
28
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る
第
４
次
総
合
計
画
も
策
定

か
ら
５
年
を
経
過
し
た
た
め
、こ
の
長
期
的
計
画

の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て「
第
４
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
後
期

基
本
計
画
で
は
、町
の
将
来
像
実
現
の
た
め
目
標

を
定
め
、地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
美
し

い
景
観
を
保
持
し
な
が
ら
活
気
に
満
ち
た
潤
い

の
あ
る
協
働
・
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
到
来
な

ど
厳
し
い
社
会
環
境
の
変
化
が
迫
る
な
か
、
医

療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
住
民
が
生
活
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
施
策
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
や
予
防
に
力
点
を
置
き
、健
康
長
寿
、「
老
楽

の
ま
ち
」づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
子
育
て
支
援

や
教
育
の
向
上
に
つ
い
て
も
家
庭
、
地
域
、
学
校

等
の
連
携
を
図
り
、将
来
の
人
材
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

　

企
業
誘
致
も
着
々
と
そ
の
成
果
を
上
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
円
高
・
デ
フ
レ
下
で
世
界
経
済
の

成
長
が
鈍
く
な
る
な
か
、企
業
誘
致
施
策
に
つ
い

て
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、自
動
車
関
連
企
業
の
ほ
か

流
通
や
商
業
施
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、さ
ら
な
る
誘
致
活
動
を
展
開

し
、
雇
用
の
確
保
と
定
住
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、こ
の
機
を
逃
さ
ず
商
業
・
工
業
・
農
業
の
連
携

を
深
め
魅
力
あ
る
町
の「
産
業
づ
く
り
」を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
小
竹
駅
周
辺
の
整
備
、
町
営
住
宅

の
長
寿
命
化
対
策
な
ど
中
・
長
期
的
な
施
策
も
併

せ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
に「
未
来
に
つ
な
ぐ
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
」を
基
本
理
念
と
し
て
策
定
し
た

「
第
５
次
行
政
改
革
」の
実
行
・
実
現
に
向
け
て
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
財
政
の
確
立
の
た
め
、収

入
の
確
保
と
収
支
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
加
え
、社
会
不
安
が
募
る

な
か「
安
全
で
安
心
し
て
、
平
和
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
」の
実
現
の
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く

各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立
も
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。人
が
集
ま
る
場
所
の
提
供
と
し
て

「
ま
つ
り
」の
復
活
な
ど
徐
々
に
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。本
年
も「
支
え
合
い
、助
け
合
え
る
地

域
づ
く
り
」を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
着
実
に
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

小
竹
町
長　
　

松　

尾　

勝　

徳

　 

戸
籍
の
電
算
化
と
は

　

今
ま
で
の
戸
籍
は
和
紙
で
管
理
さ
れ
て

い
て
、
手
書
き
ま
た
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戸
籍
を
電
算
化
す
る
こ
と
で
、
戸
籍
の
作

成
か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
の
時
間
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
る
な
ど
事
務
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 

電
算
化
の
対
象
と
な
る
人

　

戸
籍
が
電
算
化
さ
れ
る
の
は
、
小
竹
町
に

本
籍
が
あ
る
人
で
す
。

　

小
竹
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
本

籍
が
町
外
に
あ
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　 

氏
名
の
文
字
確
認
に

　 

ご
協
力
を

　

電
算
化
後
の
戸
籍
の
文
字
は
、
常
用
漢
字

や
人
名
漢
字
・
そ
の
他
の
漢
字
辞
典
に
載
っ

て
い
る
文
字
で
記
録
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍

の
氏
名
の
文
字
が
使
用
で
き
な
い
文
字（
誤

字
等
）の
場
合
は
、
正
し
い
字（
正
字
）に
直

し
て
記
録
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
事
前
に
文
書（
告
知

書
）を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

電
算
化
で
何
が
変
わ
る
？

▼
本
籍
・
住
所
の
表
示
が
変
わ
り
ま
す

　

本
籍
の
地
番
表
示
か
ら「
の
」の
文
字
が

省
略
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
住
民
票
の
地

番
表
示
も
同
様
に
省
略
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば「
勝
野
３
３
４
９
番
地
の
１
２
」は

「
勝
野
３
３
４
９
番
地
１
２
」と
な
り
ま
す
。

▼
た
て
書
き
か
ら
よ
こ
書
き
へ
変
更

　

今
ま
で
の
戸
籍
は
、「
た
て
書
き
」で
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
電
算
化
後
は「
よ
こ

書
き
」に
な
り
ま
す
。

　

記
載
内
容
が
項
目
化
さ
れ
、
数
字
も
漢
数

字
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
変
わ
り
ま
す
。

　

交
付
す
る
戸
籍
の
用
紙
は
、
コ
ピ
ー
に
よ

る
偽
造
を
防
ぐ
た
め
偽
造
防
止
用
紙
を
使

用
し
、
証
明
印
も
朱
色
の
公
印
か
ら
黒
色
の

電
子
公
印
に
変
わ
り
ま
す
。

　 

証
明
書
の
名
前
が

　 

変
わ
り
ま
す

　
「
戸
籍
謄
本
」は「
全
部
事
項
証
明
書
」に
、

「
戸
籍
抄
本
」は「
個
人
事
項
証
明
書
」に
名

称
が
変
わ
り
ま
す
。

　 

今
ま
で
の
戸
籍
は

　 「
平
成
改
製
原
戸
籍
」に

　

今
ま
で
使
用
し
て
き
た
戸
籍
は「
平
成
改

製
原
戸
籍
」と
し
て
保
存
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
８
月
31
日
ま
で
に
既
に
婚
姻

や
死
亡
な
ど
で
除
籍
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

電
算
化
後
の
戸
籍
に
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
項
が
記
載
さ

れ
て
い
る
戸
籍
が
必
要
な
場
合
は「
平
成
改

製
原
戸
籍
」（
手
数
料
１
通
七
百
五
十
円
）を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　 

戸
籍
の
附
票
も

　 

電
算
化
さ
れ
ま
す

　
「
戸
籍
の
附
票
」は
、
戸
籍
と
住
民
票
を
結

び
つ
け
る
も
の
で
住
所
の
履
歴
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

電
算
化
後
の
附
票
に
は
、
現
在
の
住
所
の

み
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

　

以
前
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は「
改
製
除
附
票
」（
５
年

間
保
存
、
手
数
料
１
通
三
百
円
）を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】税
務
住
民
課
住
民
係
☎
２
・

１
２
１
７

平
成
25
年
２
月
２
日
か
ら

戸
籍
を
電
算
化
し
ま
す

＊ ＊ ＊

＊

＊＊

＊
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点

描
町 長 コ ラ ム

俳  

句

い
ら
ぬ
も
の
捨す

て
て
す
っ
き
り
十じ

ゅ
う
に
が
つ

二
月　

藤
野　

久
子

冬ふ
ゆ

田た

中な
か

黙も
く

し
て
佇た

て
り
夫め

を
と婦
鷺さ

ぎ　
　
　
　

塔
野
八
千
代

塔と
う
ふ
た二
つ
残の

こ

れ
る
山や

ま

の
眠ね

む

り
け
り　
　
　
　

松
井
か
ほ
る

枇び

わ杷
の
花は

な

売う

り
家や

の
庭に

わ

の
古ふ

る

び
け
り　
　

松
崎　
　

直

球き
ゅ
う

蹴け

っ
て
ネ
ッ
ト
ゆ
さ
ぶ
り
山や

ま
ね
む眠
る　
　

青
柳
満
喜
代

小
竹
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル阿部

天
風　

選

聖せ
い

菓か

き切
る
八は

ち
じ
ゅ
う
は
ち

十
八
の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び　
　
　
　
　

豊
崎　

民
恵

暮く

れ
や
す
し
赤あ

か
ち
ょ
う
ち
ん

提
灯
の
早は

や
ば
や
と　
　

尾
上　

礼
子

人じ
ん
せ
い
く
ん
ひ
と

生
訓
一
つ
書か

き
添そ

え
年と

し

果は

つ
る　
　
　

時
川
寿
美
子

火ひ

の
用よ

う
じ
ん心

子こ

供ど
も

の
声こ

え

も
混ま

ぢ

り
を
り　
　
　

松
尾
清
一
郎

通つ
う
は
ん販

の
時と

計け
い

充じ
ゅ
う
で
ん電

山や
ま
ね
む眠

る　
　
　
　
　
　

門
田　

睦
子

こ
の
町ま

ち

に
生あ

れ
て
生い

か
さ
れ
年と

し

暮く

る
る　

小
嶋　

亮
子

小
竹
筍
句
会

阿
部
天
風　

選

軒の
き
し
た下

に
居ゐ

座す
わ

る
研と

ぎ
屋や

山や
ま
ね
む眠

る　
　
　
　

安
藤
つ
き
子

百ひ
ゃ
く
さ
い才
の
姉あ

ね

の
手て

作づ
く

り
栗く

り
き
ん
と
ん

金
団　
　
　
　
　

松
尾　

治
子

着き

ぶ
く
れ
て
貌か

を

を
つ
く
ろ
う
八や

そ

じ

十
路
か
な　

原
賀　

静
子

濃こ

く
淡う

す

く
福ふ

く

智ち

連れ
ん
ざ
ん山
冬ふ

ゆ

霞か
す
み　

　
　
　
　
　

竹
内
す
み
え

書か

く
こ
と
を
食し

ょ
く

事じ

も
炬こ

燵た
つ

作さ
っ
く句

せ
り　
　

竹
内　

志
津

天て
ん

氣き

図づ

の
裏う

ら
づ
け付

も
あ
り
着き

ぶ
く
れ
て　
　

鏡　
　
　

徹

小
竹
同
人
俳
句
会

伊
藤
扇
白　

選

　
「
朝
茶
飲
む 

僧
静
か
也 

菊
の
花
」（
芭

蕉
）。
朝
の
勤
行
が
済
ん
で
、
禅
僧
が
庭
の

菊
の
前
で
静
か
に
茶
を
飲
ん
で
い
る
。
こ

の
17
文
字
の
中
か
ら
僧
の
澄
み
切
っ
た
心

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
心
身
と

も
に
清
々
し
く
幸
福
感
が
漂
う
お
正
月
を

迎
え
た
い
と
思
い
つ
つ
年
が
始
ま
る
。

　

年
末
解
散
・
総
選
挙
と
慌
た
だ
し
く
年

を
越
し
た
。
選
挙
の
争
点
は「
富
よ
り
も

負
担
の
分
配
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
」の
民

意
を
問
う
選
挙
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の

選
挙
で
気
に
な
る
の
は
、
20
世
紀
の
成
長

至
上
主
義
の
弊
害
が
世
界
の
あ
ち
こ
ち

で
現
れ
て
い
る
の
に
経
済
成
長
の
達
成

が
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
成

長
の
た
め
の
成
長
で
は
な
く
、
人
間
の
た

め
の
成
長
」へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
。「
人
間
は
自
然
が
許
容
す
る

範
囲
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
気
づ
い

た
」（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
言
葉
か

ら
）。
小
生
は
今
、
町
づ
く
り
予
算
編
成
の

真
っ
只
中
。
小
さ
な
ま
ち
に
小
さ
な
種

を
ま
き
、「
幸
福
」と
言
う
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
た
い
と
思
う
。「
理
想
」と
、
目
前
に

迫
っ
た
厳
し
い「
現
実
」と
の
狭は

ざ

ま間
で
悩

む
自
分
が
見
え
る
。「
朝
茶
飲
む
」幸
福
感

は
ま
だ
ま
だ
、ほ
ど
遠
い
。

◉本をたくさんいただきました

— １１月２１日から１２月２０日まで —

１１月２１日 全国町村長大会 東京都

１１月２２日
全国町村長大会 東京都

簡易水道整備促進全国大会 東京都

１１月２５日
秋季環境美化運動 町内

遠賀川河川クリーンキャンペーン 役場前河川敷

１１月２６日
ふくおか県央環境施設組合議会 嘉麻市

社会保障制度の拡充を求める要望書の回答 議員控室

１１月２７日 財務支局監査 町長室

１１月２９日
企業来庁 町長室

自衛隊第２施設群長退任あいさつ 町長室

１１月３０日

企業誘致現地説明会 小竹団地

協働のまちづくり事業提案制度あり方検討委員会 福祉センター

自治会長会、環境衛生組合長会合同会議 福祉センター

１２月１日
学童保育視察 児童館

職員互助会球技大会 飯塚市

１２月２日 音楽と劇あそびのつどい 小竹幼稚園

１２月３日
庁議 議員控室

企業との協定調印式 庁舎内会議室

１２月４日 人権講演会 中央公民館

１２月５日 議会運営委員会 文教厚生委員会室

１２月６日
１２月定例町議会　〜１４日まで 議場

職員自衛隊研修表敬訪問 飯塚駐屯地

１２月７日 保育所もちつき 保育所

１２月８日 故柴田鞍手町長告別式 鞍手町

１２月１２日 たばこ組合来庁 町長室

１２月１４日 自衛隊第２施設群長着任あいさつ 町長室

１２月１８日 福岡県日赤紺綬会第５３回総会 アクロス福岡

◉小竹団地に新たな企業が進出

　１２月３日、小竹町役場で株式会社ロジックスと小竹町
が立地協定書を締結しました。
　株式会社ロジックスは愛知県岡崎市に本社を置き、ホ
イールをはじめとする自動車部品の専門物流を行う会社
で、今回、事業拡大のため小竹団地において新たな物流拠
点を設置することになりました。
　新拠点の操業開始は平成２５年５月を予定しています。

◉おめでとうございます

　１１月２９日、長崎県立総合体育館で開催された第５３回全
国スポーツ推進委員研究協議会長崎大会において、小竹町ス
ポーツ推進委員の林弘信さん（勝野一区・写真右）と藤川利美
さん（峰畑区・写真左）が全国スポーツ推進委員研究協議会
３０年勤続スポーツ推進委員表彰を受けました。
　林さんと藤川さんは、長年にわたりスポーツ推進委員（旧
体育指導委員）として、地域スポーツの振興に貢献され、その
功績が認められて今回の受賞となりました。

　１２月４日、南良津区公民館でふれあいサロン「南良津ふれ
あいクラブ（会長：田代貞義さん）」の皆さんがポギキムチ（白
菜を丸ごと使って作るキムチ）作りを行いました。
　この日は、森本美英さんを講師に迎え、白菜に付けるキムチ
の素「ヤンニョム」の作り方やキムチの仕込み方、チャプチェや
チヂミなどの韓国家庭料理の作り方を学びました。
　参加者は、キムチ作り等を通じて韓国の食文化に触れると
ともに家庭の味に舌鼓を打っていました。

◉おいしいキムチができました

　小竹北小学校の学校医としてお世話になっている菊地医院の
菊地哲次郎先生から「町功労者表彰で小竹町からいただいた副
賞を北小学校の子どもたちのために使ってほしい。」と本の寄贈
を申し出ていただきました。
　先日、総務委員会の児童が学校代表として菊地先生から本を
受け取りました。寄贈していただいた本は、図書室に新しいコー
ナーを設け、末永く大切に活用させていただきます。
　菊地先生、功労者表彰おめでとうございました。そして、北小
学校の子どもたちに対する温かいお心遣いに深く感謝します。
ありがとうございました。　　　　　　記事と写真の提供▶小竹北小学校
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今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問い合わせ▶税務住民課収納係☎２・１２１６

集合税 −町県民税・固定資産税・国民健康保険税ー

第７期納期限　１月３１日（木）
【口座振替日　１月２５日（金）】

▶税の公平性
　　納付期限内に税金を納めた人との税の公平性を保つため、
　納期限が過ぎた後も納付がない場合、督促状を送ります。督
　促後、完納されないときは差押え等の処分の対象になります
　ので、納期限までの納付をお願いします。

▶口座振替による納税について
　　振替日は毎月２５日（振替日が休日の場合は翌営業日、１２月と
　２月は２２日）です。自動的に指定の口座から税金が引き落とされ
　るので、納め忘れの心配がありません。手続きは、町指定金融機関
　（福岡銀行、西日本シティ銀行、福岡ひびき信用金庫、飯塚信用金
　庫、直鞍農協、ゆうちょ銀行）または税務住民課で行えます。

排水設備工事責任技術者
新規・更新登録の申請受付
問い合わせ▶上下水道課下水道事務係☎２・１９４５

　

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備

工
事
に
関
す
る
責
任
技
術
者

の
新
規
登
録
お
よ
び
更
新
登

録
の
申
請
を
次
の
要
領
で
受

け
付
け
ま
す
。

【
対
象
】

〈
新
規
登
録
〉

▼
福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備

　

工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

　

合
格
し
た
人（
合
格
証
の
有

　

効
期
限
が
平
成
25
年
３
月

　

31
日
以
降
の
人
）

▼
試
験
参
加
市
町
に
責
任
技

　

術
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て

　

い
る
人

〈
更
新
登
録
〉

▼
平
成
24
年
度
福
岡
県
下
水

　

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

　

術
者
更
新
講
習
を
受
講
し

　

た
人

【
受
付
期
間
】１
月
28
日（
月
）

か
ら
２
月
８
日（
金
）ま
で

【
申
請
先
】上
下
水
道
課
下
水

道
事
務
係
☎
２
・
１
９
４
５

国民健康保険からのお知らせ
〜高額な医療を受ける前に・・・限度額認定証はお持ちですか？〜
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

◆
70
歳
未
満
の
人

　

１
か
月（
同
じ
月
内
）の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ

た
時
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
分
が
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
限
度
額
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
に
な
り
ま
す
。

◇
70
歳
以
上
の
人

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は「
高
齢
受
給
者
証
」

を
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証（
区
分
Ⅰ
・
区
分
Ⅱ
）」を
提
示
す
る
と
、窓
口
で

の
支
払
い
さ
ら
に
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。）

◎
限
度
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
世
帯
合
算

　

に
よ
り
、
さ
ら
に
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
保
険

　

年
金
係（
☎
２
・
１
２
２
４
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

◉
申
請
に
必
要
な
も
の

①
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

　

申
請
す
る
場
合

　

対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、印
か
ん

②
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
長
期
認
定
を

　

申
請
す
る
場
合

　

対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
現
在
お

使
い
の
認
定
証（
す
で
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
）、
90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
を
証
明
す
る

も
の（
領
収
書
、入
院
日
数
証
明
書
な
ど
）、印
か
ん

◉
注
意

　
世
帯
内
に
転
入
者
や
未
申
告
者
が
い
る
た
め
、
課

税
状
況
が
わ
か
ら
ず
世
帯
区
分
が
判
定
で
き
な
い

人
と
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
人
に
つ
い

て
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保

険
年
金
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●７０歳未満の人の自己負担限度額（月額）

所得区分 適用
区分

自己負担限度額
（１か月当たり）

入院時の食事代
（１食当たり・一般病棟）

上位
所得者（※１） Ａ

１５０，０００円（総医療費が５００，０００円
を超えた場合は超えた分の１％を加算）

【多数回該当（※２）　８３，４００円】
２６０円

一般 Ｂ
８０，１００円（総医療費が２６７，０００円
を超えた場合は超えた分の１％を加算）

【多数回該当（※２）　４４，４００円】

町民税
非課税世帯 Ｃ ３５，４００円

【多数回該当（※２）　２４，６００円】

２１０円
（直近過去１年の入院日数が
９０日を超えている場合は申請
により１６０円）

（※１）上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額等が６００万円を超える世帯のことです。
（※２）多数回該当とは、過去１年間に３回以上高額療養費に該当した場合、４回目以降の限度額が引き下げられることです。

限度額適用・標準負担額認定証
（見本）

見 本

○７０歳から７４歳までの人の自己負担限度額（月額）

所得区分 適用
区分

１か月あたりの自己負担限度額 入院時の食事代
（１食当たり・一般病棟）外来のみ 外来＋入院

現役並み
所得者 − ４４，４００円

８０，１００円（総医療費が２６７，０００円
を超えた場合は超えた分の１％を加算）

【多数回該当（※１）　４４，４００円】 ２６０円

一般 − １２，０００円 ４４，４００円

低所得２ 区分
Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円

２１０円
（直近過去１年の入院日数が
９０日を超えている場合は申
請により１６０円）

低所得１ 区分
Ⅰ ８，０００円 １５，０００円 １００円

（※１）多数回該当とは、過去１年間に３回以上高額療養費に該当した場合、４回目以降の限度額が引き下げられることです。

第６回小竹ふる里マラソン大会
参加者募集
問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２

【
日
時
】２
月
10
日（
日
）９
時
か
ら

【
場
所
】御
徳
大
橋
下
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

▼
駐
車
場
は
小
竹
中
学
校
で
す
。
周
辺
の
路
上
お
よ
び
河
川
敷
に

　

は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。駐
車
場
の
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
種
目
】１
・
２
・
３
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

【
参
加
費
】▼
小
中
学
生
…
二
百
円
▼
高
校
生
以
上
…
五
百
円

【
申
込
締
切
】１
月
31
日（
木
）

▼
参
加
資
格
お
よ
び
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小竹町民ゴルフ競技会
参加者募集
問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２

【
日
時
】３
月
３
日（
日
）７
時

30
分
ま
で
に
受
付
、
８
時
30
分

競
技
開
始

【
場
所
】ミ
ッ
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

【
競
技
方
法
】ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル

に
よ
る
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

【
参
加
資
格
】小
竹
町
内
に
在

住
、在
勤
の
人

【
参
加
費
】一
万
円（
税
込
プ

レ
ー
料
金
＋
エ
ン
ト
リ
ー
費

込
、昼
食
等
別
）

【
申
込
受
付
】１
月
15
日（
火
）

か
ら
２
月
15
日（
金
）ま
で

【
申
込
書
配
布
・
提
出
先
】小
竹

町
中
央
公
民
館
ま
た
は
役
場

企
画
財
政
課

【
募
集
数
】16
組（
64
人
・
先
着

順
）

▼
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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小竹町立病院だより
ー 第１２回　新年のごあいさつ  ー

問い合わせ▶小竹町立病院☎２・０２８２

●入所要件
　▷平成２５年度に小竹町の小学校に就学している１年生
　　から６年生までの児童

　▷放課後からおおむね１８時まで、児童が家に帰っても保
　　護する人がいない家庭の児童

　▷保護する人がいても何らかの理由で保育することがで
　　きない児童

●学童保育所名等
　◇小竹南学童保育所（南小学校敷地内）
　　南小学校の児童が対象【定員４０人】

　◇小竹北学童保育所（北小学校敷地内）
　　北小学校の児童が対象【定員３０人】

　◇小竹西学童保育所（西小学校敷地内）
　　西小学校の児童が対象【定員３０人】

●保育期間等
⑴期　間
　平成２５年４月１日（月）から平成２６年３月３１日（月）まで

⑵休所日
　日曜日、祝日、８月１３日から８月１５日まで、１２月２９日
　から１月３日まで

⑶保育時間
　小学校の登校日は、放課後から１９時まで
　土曜日および長期学校休業日（夏休み等）は、７時３０分か
　ら１９時まで

●保育料等
保　育　料

世帯種別 保育料金
※（　）内の金額は２人目以降の保育料です。

非課税・ひとり親世帯 月額２，０００円 （１，０００円）

生活保護世帯 月額１，５００円 （１，０００円）

その他の世帯 月額４，０００円 （２，０００円）

おやつ代・保護者会費 月額２，５００円程度

その他 別途年間の傷害保険料２，０００円が
必要です。

●入所申込受付等
　▶日　時
　　１月２８日（月）から２月１５日（金）までの
　　８時３０分から１７時１５分まで（土・日・祝日は除く）
　▶申込用紙提出先
　　小竹町社会福祉協議会（町総合福祉センター内）
　　☎２・２０２８
　　▷入所申し込みに関する提出書類は、小竹町社会福祉
　　　協議会、各学童保育所および役場福祉課一般福祉係
　　　に準備しています。
　　▷現在、学童保育所に入所している児童が平成２５年度
　　　も引き続き入所を希望する場合でも再度申し込みが
　　　必要です。
　　▷長期学校休業日（夏休み等）に伴う短期入所の受け入
　　　れについては、６月以降に定員の範囲内で適宜募集
　　　します。

　新年明けましておめでとうございます。
　患者さんにも、町民の皆さんにも、小竹町立病院にも、今年
が良い年でありますように、心よりお祈り申し上げます。
　当院も旧年にもまして、皆さんから信頼される病院となる
よう努力する決意を新たにし、新鮮な気持ちでスタートを
切ったところです。本年もどうぞよろしくお願いします。
　当院は、現在も組織・経営改革の最中であり、リハビリテー
ション科の開設などの改革を行っていますが、厳しい経営状
態が続いています。
　これからも地域医療を担う病
院として、その役割を発揮してい
きたいと考えています。今後も、
患者さんに満足していただき、職
員が安心して働ける病院になれ
るよう努力しますので、ご支援・
ご鞭撻をお願いします。

小竹町消費生活関係講演会を
行います
問い合わせ▶産業課商工係☎２・１１６７

平成２５年度学童保育所入所児童を募集します
問い合わせ▶社会福祉協議会☎２・２０２８

小竹町職員採用資格試験（専門行政職・学芸員）を実施します
問い合わせ▶総務課人事係☎２・１２１２

１．試験の種類・区分
職　種 採用予定数 仕事の内容

専門行政職 １名
埋蔵文化財や歴史資料等の調査や整理保
存および展示活用ならびに一般行政の事
務に従事します

２．受験資格
　▶昭和５０年４月２日以降に生まれた人
　▶大学（短大を除く）もしくは大学院の考古学、史学およ
　　び民俗学に関連する課程を卒業した人またはこれと同
　　等の学力を有する人で、博物館学芸員資格を有する人

３．一次試験日・試験会場
試験日 ２月３日（日）

試験種目 作文試験・専門試験・面接試験

試験会場 小竹町総合福祉センター
（小竹町大字勝野３３６２番地）

４．受験手続
◉申込用紙の請求
　▷申込用紙は、１月７日（月）から１月２１日（月）まで総務課人事係で
　　交付します。（土日を除く８時３０分から１７時１５分まで）

　▷郵便で請求する場合は、速達でお願いします。なお、封筒の表に「試
　　験申込書請求」と朱書きし、８０円分の切手を貼った「あて先」明記
　　の返信用封筒（定型２３．５cm×１２cm）を必ず同封してください。
　　返信用封筒が同封されていない場合は、申込用紙は送付しません。

◉申込受付
　▷受付場所…小竹町役場総務課人事係

　▷受付期間…１月７日（月）から１月２１日（月）まで
　　　　　　　（土日を除く、８時３０分から１７時１５分まで）

　▷提出書類…申込書（申込前６か月以内に撮影した上半身、脱帽正
　　　　　　　面のもので、縦４cm、横３cm の大きさで裏面に氏名
　　　　　　　を明記した写真を貼っておく）、申込書に貼付した写
　　　　　　　真と同じ写真１枚、学芸員資格証明書の写し（１部）
　　　　　　　※ 提出された応募書類は返却しません。

平成２５年度
小竹町立保育所入所児童募集
問い合わせ▶町立保育所☎２・０１８７

◆対象
　共働きなどの家庭の満６か月から５歳まで（平成２５年４
　月１日現在）の乳幼児
◆申込期間
　１月１５日（火）から２月１５日（金）まで

◆申込先
　町立保育所

▷申込用紙等は保育所および役場福祉課にあります。
▷必要書類および申し込みについては保育所に問い合わせ
　ください。

　

近
年
、
高
齢
者
な
ど
を
狙
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
な

訪
問
販
売
な
ど
の
消
費
者
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
実
情
を
知
り
、
対

処
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

く
た
め
、
と
き
め
き
大
学
・
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
塾
公
開
講
座
と

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
め
き
大
学
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
塾
を
受
講
し
て
い
な

い
場
合
も
参
加
可
能
で
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
日
時
】１
月
23
日（
水
）10
時

か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】中
央
公
民
館
２
階
大

研
修
室

【
講
師
】吉
開
史
朗
さ
ん（
福
岡

マ
ス
コ
ミ
Ｏ
Ｂ
ネ
ッ
ト
）

【
演
題
】騙
さ
れ
ん
バ
イ
振
り

込
み
詐
欺
〜
そ
の
予
防
策
10

章
と
危
機
管
理
〜

【
対
象
者
】町
内
に
在
住
の
人
、

と
き
め
き
大
学
・
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
塾
受
講
生

【
参
加
料
】無
料

平成２５年は 1 月４日（金）から
診療を行います。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

11 ひまわりだより

節電の取り組みにご協力をお願いします

　

今
年
の
冬
は
、
３
月
29
日
ま

で
の
平
日
、
８
時
か
ら
21
時
ま

で
節
電
要
請
期
間
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
夕
方
以
降（
17
時
か
ら

21
時
ま
で
）は
、
家
庭
で
使
用
す

る
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
と
な
る

傾
向
に
あ
る
た
め
、
節
電
へ
の

取
り
組
み
が
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
次
の「
基
本
と
な

る
家
庭
の
節
電
メ
ニ
ュ
ー
」を

参
考
に
し
な
が
ら
、
実
施
で
き

る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ
・
節
電
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

基本となる家庭の節電メニュー
エアコンを使う

場合
ガス・石油ストーブ

を使う場合

節電効果 チェック 節電効果 チェック

エアコン
①重ね着などをして、室温２０℃を心がけましょう。
　※ 設定温度を２℃下げた場合

７％

②窓には厚手のカーテンを掛けましょう。 １％

照明 ③不要な照明はできるだけ消しましょう。 ４％ ６％

テレビ ④画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。
※標準→省エネモードに設定し、使用時間を３分の２に減らした場合

２％ ３％

冷蔵庫
⑤冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
　扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
　食品をつめこまないようにしましょう。

１％ ２％

ジャー炊飯器
⑥早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊き、保温機能は
　使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保存しましょう。

１％ ２％

温水洗浄便座
（瞬間式）

⑦便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
　不使用時はふたを閉めましょう。

１％未満 １％

待機電力
⑧リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切り、使わない
　機器はプラグを抜いておきましょう。

１％ ２％

記事の引用▶政府の節電ポータルサイト「節電 .go.jp」

ふくおか省エネ・節電県民運動実施中！
実施期間▶平成２４年１２月１日〜平成２５年３月３１日

県民運動参加への流れ
①宣言書（役場税務住民課環境係にあります）または県Ｈ
　Ｐ（エコライフ応援サイト）で節電メニューの中から取
　組を宣言します。

②宣言した皆さんに、県からエコトンストラップを進呈し
　ます。

③ストラップと持ってお店へ行くと、協賛企業のお店でい
　ろいろな特典が受けられます。詳しくはエコライフ応援
　サイト（http://www.ecofukuoka.jp）をご覧ください。

問い合わせ▶福岡県環境部環境保全課地球温暖化対策係
　　　　　　☎０９２・６４３・３３５６

冬の省エネ・節電を宣言して、
エコトンストラップをゲット！
協賛企業のお店で
お得なサービスを受けよう！

福岡県地球温暖化対策
マスコットキャラクター

「エコトン」

樋管工事による駐車規制にご協力をお願いします
問い合わせ▶建設課☎２・１９００

　平成２５年１月から平成２５年１２月末ま
で、樋管工事のため役場庁舎玄関前への車の
侵入を規制します。
　規制に伴い、役場庁舎玄関前の駐車スペー
スが減少しますので、役場裏側の駐車場（右
図参照）をご利用ください。

◉飯塚方面からお越しの場合は、「小竹局入
　口」交差点を左折してください。

◉直方方面からお越しの場合は、役場正面か
　ら宮田消防署小竹出張所の横を通り、役場
　裏側へ回ってください。

　工事期間中がご迷惑をお掛けしますが、ご
協力をお願いします。

２０歳になったら国民年金
国内に居住する２０歳以上６０歳未満のすべての人は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納めることになります。

問い合わせ▶直方年金事務所☎０９４９・２２・０８９１

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す

　

→
老
齢
基
礎
年
金

②
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状

　
態
に
な
っ
た
と
き
に
支
え

　
ま
す

　

→
障
害
基
礎
年
金

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と

　
き
、
子
の
あ
る
配
偶
者
、
子

　
を
支
え
ま
す

　

→
遺
族
基
礎
年
金

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
の
仲
間
作
り

　

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世

代
が
納
め
る
保
険
料
で
高
齢

者
の
年
金
を
負
担
す
る
と
い

う「
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
」が
基
本
で
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

収
入
等
が
な
く
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、「
学

生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の

み
）、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（
30
歳
未
満
）な
ど
の
保
険
料
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

学
生
は
、
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
人
で
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の

人
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ

れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
保
険
料
の
納
付
が

可
能
と
な
っ
た
時
に「
追
納
制

度
」を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平成２５年度
小竹町立小竹幼稚園園児募集
問い合わせ▶小竹幼稚園☎２・３８５５

【
募
集
人
数
】３
歳
児
・・・
15
人

４
・
５
歳
児
・・・
若
干
名

【
入
園
資
格
】小
竹
町
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
幼
児

◆
３
歳
児

　

平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

◆
４
歳
児

　

平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

◆
５
歳
児

　

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
20
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

【
募
集
期
間
】１
月
８
日（
火
）

か
ら
２
月
12
日（
火
）ま
で

▼
申
込
用
紙
は
、
小
竹
幼
稚
園
も

し
く
は
教
育
課
学
校
教
育
係（
中

央
公
民
館
）に
準
備
し
て
い
ま
す
。

提
出
先
等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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子どもたちに絵本の楽しさを伝えています

みて！きいて！

おたのしみおはなし会 開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

読書の森
図書室にある本を紹介しています。

13 ひまわりだより

今月の健康行事
▶内容によっては事前に予約が必要なものや対象者が限られる
　場合がありますので、保健センターに問い合わせください。

▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを持参してください。

▶筋力アップ教室は、会場までバスの送迎を行います。（希望す
　る場合は事前に申し込みが必要です。）

▶腎臓病予防料理教室は、材料の準備の都合上予約が必要です。

◎問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

１月
１６日（水）： 筋力アップ教室

１３時〜１５時
中央公民館

１７日（木）： 特定保健指導ウォーキング
１０時〜１２時
中央公民館

２５日（金）： 特定保健指導ウォーキング
１０時〜１２時
中央公民館

２９日（火）： 三種混合予防接種
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

２月
４日（月）： 特定保健指導ウォーキング

１０時〜１２時
中央公民館

５日（火）： 乳児健診
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１２日（火）： ３歳児健診
１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１４日（木）： 特定保健指導ウォーキング
１０時〜１２時
中央公民館

１５日（金）： 腎臓病予防料理教室
１０時〜１２時
保健センター

日　時▶３月１０日（日）
　　　　１１：００〜１２：００
場　所▶中央公民館
内　容▶「サクサク子育てパパの
　　　　　 絵本リレー」読み聞かせ
　　　　　 をしてくれるパパ募集！
　　　　　 申し込みは中央公民館へ。

　信長亡きあとの日本の
歴史を左右する五日間の
攻防を「現代語訳」でつづ
る、笑いと驚きとドラマに
満ちた、三谷印の傑作時代
エンタテイメント。

清須会議
三谷幸喜・著
幻冬舎

　宿願を果たした清盛一
門の栄華がしだいに綻び
を見せはじめる。一方、東
国では、雌伏二十年を経て
源頼朝が立ち上がろうと
していた。シリーズ最終
巻。

平清盛 四。
藤本有紀・作　青木邦子・ノベライズ
ＮＨＫ出版

　高２の夏休み前、由紀と
敦子は転入生の紫織から衝
撃的な話を聞く。彼女はか
つて親友の自殺を目にした
というのだ。その告白に魅
せられたふたりの胸に、あ
る思いが．．．。

　火をおこし、水を確保
し、自然やあり合わせのも
ので身を守り、生き残る努
力をしていくとき、冒険は
始まる。かつて日常生活の
中で伝えられてきた「生き
ていくための技術」がだれ
にでも当たり前に身につ
けられる本。大災害にも対
応できる。

新 冒険手帳
かざまりんぺい・著　佐原輝夫・画
主婦と生活社

　ポーカーフェイスにだま
されるな！心の奥底に隠さ
れた情熱と苦悩が、今ここ
で明かされる・・・。

僕は自分が見たことしか信じない
内田篤人・著
幻冬舎

　「ちこくした２組は、全
員わき役よ！！」学習発表
会の劇の役を決める日に、
遅刻してきたまどかたち
のせいで、１年２組はわき
役になってしまいます。落
ち込むみんなに「私が主役
にしてみせるから！」とま
どかが宣言し．．．。学習発
表会を舞台におくる感動
物語。

ちこく姫
よしながこうたく・作
長崎出版

　長〜い首の疲れがとれ
る湯、ゾロゾロ目玉ぱっち
り湯、岩岩ババ浴、ぬりか
べシャワー、熱湯ナリガマ
の湯．．．。なんだかおかし
な温泉がいっぱい！温泉
をたのしむ妖怪たちに、思
わず息をのむか、大笑いす
るか。それはページを開け
てからのおたのしみ。

妖怪温泉
広瀬克也・作
絵本館

　ねこにもひげがありまし
た。おじいさんにもひげが
ありました。ぼくにもひげ
があったらいいなあ。ゆう
くんがそういうと、あらあ
らあら．．．。

　わるいことがしたい！
わるいことって、どんなこ
と？トイレットペーパーを
ころがしたり、スパゲティ
を手づかみで食べたり、か
べにらくがきをしたり．．．。
でも、もっとわるいことが
してみたい．．．！

わるいことがしたい！
沢木耕太郎・作　ミスミヨシコ・絵
講談社

　牛のみいちゃんを育て
たおじいちゃんと女の子、
食肉加工センターで働く
坂本さんと息子のしのぶ
君、それぞれがいのちに
思いを馳せながら、「みい
ちゃんが牛肉になる日」を
迎える感動実話。

いのちをいただく（紙芝居）
内田美智子・文　魚戸おさむ・絵　
坂本義喜・原作　　西日本新聞社

少女
湊かなえ・著
早川書房

おひげ おひげ
内田麟太郎・作　西村敏雄・絵
すずき出版

 

！ 

お
酒
を
飲
む
と
・・・

　

お
酒
に
は
血
流
を
促
進
し
、
気
分
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
適
量
以

上
に
飲
み
続
け
る
と
、
肝
臓
障
害
、
胃

や
食
道
、
小
腸
の
粘
膜
が
荒
れ
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
多
量
飲
酒
で
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　

お
酒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
実
感
し
に

く
い
も
の
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
自
体

に
も
カ
ロ
リ
ー
は
あ
り
、
糖
質
を
含
む

も
の
も
多
い
の
で
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
つ
い
つ
い
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
消
費
さ
れ
な
け
れ
ば

余
っ
て
脂
肪
と
し
て
た
ま
り
ま
す
の

で
、
体
重
増
加
と
の
関
係
も
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

お
祝
い
気
分
が
落
ち
つ
き
は
じ
め

た
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
お
酒
の
量
を
調
節
し

て「
節
酒
」を
し
ま
し
ょ
う
。

 

！ 

飲
酒
量
を
減
ら
す
に
は

①
週
に
２
日
は

　

休
肝
日
を
つ
く
る

　

習
慣
的
な
飲
酒
を
継
続
し
て
い
る

と
、
徐
々
に
飲
酒
量
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
習
慣
的
な
飲
酒
で
は
肝

細
胞
の
再
生
力
が
落
ち
、
肝
細
胞
が
繊

維
化
し
て
肝
硬
変
に
な
る
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
肝
臓
を
い
た
わ
る（
＝

肝
細
胞
の
再
生
に
十
分
な
時
間
を
あ

て
る
）た
め
に
は
、
週
に
２
日
は
飲
ま

な
い
日
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

休
肝
日
は
、
肝
臓
を
休
め
る
だ
け
で
な

く
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

②
お
酒
と
同
量
の

　

水
分
を
と
る

　

飲
酒
量
が
多
い
と
血
管
が
収
縮
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
過
程
で
水
分
が

使
わ
れ
る
た
め
に
脱
水
が
起
き
て
血

管
が
詰
ま
る
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

脱
水
に
一
番
弱
い
臓
器
は
脳
で
あ
り
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
同
量
の
水
を
飲

む
こ
と
は
脱
水
対
策
だ
け
で
な
く
、
飲

み
す
ぎ
防
止
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

度
数
の
高
い
お
酒
は
水
割
り
な
ど
に

し
て
ゆ
っ
く
り
飲
む
と
、
喉
の
粘
膜
や

肝
臓
に
も
や
さ
し
い
飲
み
方
に
な
り

ま
す
。

③
肝
臓
の
１
日
の
ア
ル
コ
ー
ル

　

処
理
量
を
超
え
な
い

　

一
日
の
ア
ル
コ
ー
ル
処
理
量
は
純

ア
ル
コ
ー
ル
に
し
て
20
グ
ラ
ム
で
、
時

間
的
に
は
３
〜
４
時
間
か
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
一
日
の
お
酒
の
適
量
と

い
わ
れ
る
根
拠
で
ビ
ー
ル
な
ら
中
び

ん
１
本
、
日
本
酒
な
ら
１
合
程
度
に
相

当
し
ま
す
。
処
理
の
限
界
は
純
ア
ル

コ
ー
ル
に
し
て
60
グ
ラ
ム
で
、
こ
れ
以

上
は
肝
細
胞
が
休
む
時
間
が
な
く
、
脂

肪
肝
や
肝
炎
な
ど
の
肝
臓
障
害
や
咽

頭
・
食
道
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。
適
量
を
守
れ
ば
、
お
の
ず
と
摂

取
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

酒
は
百
薬
の
長
で
す
。「
節
酒
」を
心

が
け
て
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

「節酒」をしよう
　新年あけましておめでとうございます。
　年末年始は何かと行事が多く、いつもより食
べすぎや飲みすぎで過ごしてしまい、正月太り
が気になる頃です。お正月を機会に食べる量や
お酒の量が増えたままになっていませんか。
　今回はお酒の量について考えてみましょう。
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

15 ひまわりだより

人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

１１月中 １１月末累計
発生件数 3 件（＋ 2 ） 38 件（＋ 5 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（− 1 ）

傷者数 6 人（＋ 5 ） 50 人（＋ 6 ）

■人　口 8,547人
男性 4,027 人 女性 4,520 人
出生 6 人 死亡 16 人
転入 13 人 転出 24 人

■世帯数 3,986世帯

  158,740 kg （前月比 ｰ 17,710 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 1 月２０日（日）９時から１２時まで

11 11
11

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

相
談

募
集

お
知
ら
せ

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】１
月
17
日（
木
）10
時
か
ら
11
時

ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、
世

帯
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎

２
・
１
２
１
９

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】１
月
11
日（
金
）、２
月
８
日（
金
）

８
時
30
分
か
ら
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
２
・
２
０
２
８

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ

金
常
設
無
料
電
話
相
談

【
日
時
】平
日
18
時
か
ら
20
時
ま
で

【
相
談
電
話
番
号
】☎
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

【
主
催
】福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

平
成
25
年
度
福
岡
県
立
直
方

聾
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

【
対
象
者
】聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児（
平

成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
現
在
満
３
・
４
・

５
歳
の
幼
児
）

【
募
集
期
間
】１
月
28
日（
月
）か
ら
２
月

８
日（
金
）ま
で

【
選
考
日
】２
月
20
日（
水
）10
時
か
ら

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

（
苅
谷
さ
ん
、渕
上
さ
ん
）☎
０
９
４
９
・

２
６
・
５
３
５
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
４
９
・

２
６
・
４
６
０
１

平
成
24
年
度
ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
募
集
住
宅
】県
内
に
所
在
す
る
県
営
住

宅（
対
象
団
地
、戸
数
に
つ
い
て
は
募
集

案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
申
込
受
付
】１
月
10
日（
木
）か
ら
１
月

21
日（
月
）ま
で

【
募
集
案
内
書
配
布
】県
住
宅
供
給
公
社
、

公
社
管
理
事
務
所
、公
社
管
理
事
務
所
出

張
所
、県
県
営
住
宅
課
、役
場
管
財
課
、県

民
情
報
コ
ー
ナ
ー《
１
月
10
日（
木
）か
ら

1
月
21
日（
月
）ま
で
配
布
》

【
問
い
合
わ
せ
】県
住
宅
供
給
公
社
県
営

住
宅
管
理
部
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
／
県
県
営
住
宅
課
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
７
３
９

旧
車
両
を
地
域
の
皆
さ
ん
へ

開
放
し
て
い
ま
す

　

平
成
筑
豊
鉄
道
で
は
、
一
般
運
用
を

停
止
し
た
旧
車
両
を
地
域
の
皆
さ
ん
の

「
趣
味
の
作
品
展
」、「
バ
ザ
ー
」、「
農
水
産

加
工
販
売
」な
ど
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
受
付
】利
用
２
か
月
前
の
月
の
初

日
か
ら

【
利
用
で
き
る
期
間
】最
長
２
週
間

【
利
用
で
き
る
時
間
】９
時
30
分
か
ら
16

時
30
分
ま
で

▼
利
用
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】平
成
筑
豊
鉄
道（
株
）☎

０
９
４
７
・
２
２
・
１
０
０
０
／
へ
い
ち

く
ネ
ッ
トhttp://w

w
w

.heichiku.net

■管内街頭犯罪発生状況
11 月中 11 月末まで

件数 件数 前年比
車上ねらい １７件  １４８件 ＋３件
自転車盗 ８件 １８０件 −１２件
空き巣 １３件   １０１件 ＋７件

直
方
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

直
方
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場

を
２
月
４
日（
月
）か
ら
開
設
し
ま
す
。

【
受
付
時
間
】平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で

▼
申
告
相
談
は
、
午
後
５
時
ま
で
行
っ

　

て
い
ま
す
が
、
申
告
書
の
作
成
等
に

　

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
会
場
に
は

　

16
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い
た
め
、
申

　

告
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
公
共

　

交
通
機
関
等
ま
た
は
有
料
駐
車
場
等

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１月１０日は「１１０番」の日

◎事件事故など緊急な対応を要する
　際は、ためらうことなく「１１０番」
　通報を！！

◎急を要さない通報などは
　相談専用電話「♯９１１０」へ

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

■
香
典
返
し

故　

阿
部　

二
夫　

様（
勝
野
二
区
）

遺
族　

阿
部
ト
シ
ヱ　

様

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

立
花
タ
イ
子　

様（
兵
丹
区
）

遺
族　

立
花　

修
次　

様

故　

古
川
ヒ
ナ
子　

様（
七
福
区
）

遺
族　

内
田
二
三
子　

様

故　

山
本　

時
雄　

様（
南
良
津
区
）

遺
族　

山
本　

喬
子　

様

故　

大
隅
キ
ク
ヱ　

様（
御
徳
二
区
）

遺
族　

大
隅
義
之
助　

様

故　

河
島　

篤
郎　

様（
中
央
区
）

遺
族　

河
島
ヤ
チ
ヨ　

様

故　

東　
　

貞
子　

様（
中
央
区
）

遺
族　

東　

三
千
生　

様

故　

梶
原　

克
巳　

様（
新
多
区
）

遺
族　

梶
原　

光
子　

様

ー 福岡県下・管内の犯罪・交通事故発生状況や警察からのお知らせなどがわかります ー

福岡県警ホームページ　　http://www.police.pref.fukuoka.jp/

福岡県の最低賃金が以下のとおり改定されました

地域別最低賃金 効力発生日

福岡県最低賃金 １時間　７０１円 平成２４年１０月１３日

特定最低賃金 効力発生日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 １時間　８３５円

平成２４年１２月１０日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 １時間　７９３円

輸送用機械器具製造業 １時間　８１６円

百貨店、総合スーパー（※１） １時間　７６４円

各種商品小売業（※２） １時間　７１０円 平成１４年１２月１０日

自動車（新車）小売業 １時間　８０７円 平成２４年１２月１０日

（※１※２）衣、食、住にわたる各種の商品を小売りする事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品であるかが判別できない事業所
であって、従業者が常時５０人以上のものを百貨店、総合スーパー、従業者が常時５０人未満のものを各種商品小売業といいます。

特定最低賃金に該当しない産業は、福岡県最低賃金（１時間７０１円）が適用されます。
詳しくは、福岡労働局労働基準部賃金課（☎０９２・４１１・４５７８）または、お近くの労働基準監督署までお尋ねください。

日　　時▶２月１４日（木）１８時３０分から２２時まで
集合場所▶中央公民館
募集人数▶男女各先着１０人限定
参加資格▶町内在住・在勤の２０代後半から４０代独身の人
募集期間▶１月１０日（木）から１月３１日（木）まで
参加費　▶１，０００円
申込先　▶中央公民館☎２・０４５２／ＦＡＸ２・６８９９
　　　　　e-mail：chukou@trust.ocn.ne.jp

▼
所
得
税
の
還
付
申
告
は
１
月
か
ら
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の

同
居
家
族
の
認
定
に
つ
い
て

　

油
症
診
断
基
準
が
改
定
さ
れ
、
次
の

①
か
ら
③
ま
で
す
べ
て
満
た
す
人
が
新

た
に
認
定
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

①
油
症
発
生
当
時
、油
症
患
者（
認
定
患

　

者
）と
同
居
し
て
い
た

②
油
症
発
生
当
時
、
カ
ネ
ミ
倉
庫
社
製

　

の
米
ぬ
か
油
を
摂
取
し
た

③
現
在
、心
身
の
症
状
が
あ
り
、治
療
そ

　

の
他
の
健
康
管
理
が
継
続
的
に
必
要

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
を

い
た
だ
き
、認
定
さ
れ
た
か
た
は
、平
成

25
年
度
の
健
康
実
態
調
査（
回
答
者
に

支
援
金
を
支
給
）の
対
象
に
な
り
ま
す
。
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県
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療
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護

部
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健
衛
生
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・
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８
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平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
の
標
語
募
集

【
応
募
条
件
】ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。（
総
務
省
職
員
は
除
く
。）応
募
作
品

は
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
で
一
人
１

作
品
と
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小竹町出会い応援事業

バレンタインミステリーツアー
【
問
い
合
わ
せ
】総
務
省
統
計
局
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勢
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査
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１
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手
郡
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竹
町
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野
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３
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・
発
行　

小
竹
町
役
場
総
務
課

http://tow
n.kotake.lg

.jp
小

竹
町

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

広
報
こ
た
け

ひ
ま
わ
り
だ
よ
り
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わ
が
や
の

す
こ
や
か
さ
ん

◉町内にお住まいで、満３歳までの小竹っ子を募集しています。

◉２月号に掲載を希望するときは、１月１０日（木）までに総務課情報係窓口で
　お申し込みください。

小竹町自主防災組織活動報告
　地域防災活動の核となる自主防災組織は、最小のコミュニティ（各地域）を単位として設立され、地域における
日ごろからの防災活動はもとより、災害発生時には「地域の特性」を知っているという強みを生かし、災害時の対
策を自ら判断し、被害の拡大を防ぐ役割を担っている重要な組織です。
　現在、町内には１３の自主防災組織が設立されていて、小竹町は自主防災組織設立に向けての支援と人材育成
を行っています。
　その取り組みの一環として、平成２４年度は、９月２日に峰畑地区自主防災会が実施した災害対策訓練（役員参
集・情報伝達・炊き出し訓練）を皮切りに１２月１日に実施した土砂災害区域等にかかる住民説明会まで、訓練の
手伝いや研修・説明会を開催し、自主防災組織において指導的役割を担う人材養成を行いました。

峰畑地区自主防災会
防災訓練

（平成２４年９月２日）

　大雨による災害発生を想定し、
役員参集、情報伝達、炊き出し訓練
を実施。

災害時要援護者
避難支援事業
第１回ワークショップ

（平成２４年９月２５日）

　峰畑地区自主防災会・勝野一区災害
救助隊の皆さんが参加。災害が起きた
とき、援護が必要な人と一緒に避難す
るためにはどうすればよいかをゲー
ムを体験しながら考えました。

福岡県「災害時要援護
者避難支援推進員」
養成研修会

（平成２４年１０月１１日）

　南良津区自主防災会・七福区自主
防災会の皆さんが参加。災害時要援
護者台帳、避難支援、日常の見守りな
どの課題をまとめ、行動プランづく
りを行いました。

福岡県自主防災組織
訓練リーダー研修会

（平成２４年１１月１７日・１８日）

　七福区自主防災会の皆さんが参
加。「九州北部豪雨災害に見る地域
防災上の課題」、「防災気象情報の利
用」、「防災に繋げるコミュニティづ
くり」の講演を聴き、災害図上訓練

（ＤＩＧ）を行いました。

災害時要援護者
避難支援事業
第２回ワークショップ

（平成２４年１１月１９日）

　峰畑地区自主防災会の皆さんが
参加し、災害図上訓練（ＤＩＧ）を
行った後、情報連絡体制について
話し合いました。

災害時要援護者
避難支援事業
第２回ワークショップ

（平成２４年１１月２５日）

　勝野一区災害救助隊の皆さんが
参加し、災害図上訓練（ＤＩＧ）を
行った後、情報連絡体制について
話し合いました。


